
大
学
教
員
任
期
制
と
は
何
か

大
学
教
育
の
視
点
か
ら

田
子

健

名
城
大
学
・
教
職
課
程
部

年
功
序
列
人
事
に
よ
る
教
育
研
究
の
停
滞
と
し
た
上
で
、
任
期
制
の

目
的
は
、
こ
の
現
状
を
打
開
し
、
　
「
ω
人
事
の
流
動
化
に
よ
る
教
育

研
究
の
活
性
化
、
⑭
多
様
な
経
験
を
通
じ
た
若
手
教
育
・
研
究
者
の

育
成
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
こ
の
う
ち
、
　
「
人
事
の

流
動
化
に
よ
る
教
育
研
究
の
活
性
化
」
で
は
、
人
事
交
流
に
よ
る
教

育
研
究
能
力
の
向
上
、
任
期
ご
と
の
業
績
の
定
期
的
評
価
に
よ
る
教

育
研
究
活
動
の
活
性
化
、
学
問
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
大
学
の

教
育
研
究
組
織
の
再
編
・
活
性
化
を
あ
げ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
な
任
期
制
の
「
具
体
的
な
あ
り
方
」
を
示

し
て
い
る
。

　
一
、
設
置
者
の
別
な
く
大
学
の
全
教
員
に
任
期
制
を
導
入
す
る
。

大学と教育　No．1896－10

日
大
学
教
員
任
期
制
の
目
的

　
　
　
　
　
　
　
大
学
審
議
会
が
、
九
五
年
九
月
十
八
日
、
　
「
組
織

　
目
的
は
何
か

　
　
　
　
　
　
　
運
営
部
会
に
お
け
る
審
議
の
概
要
－
大
学
教
員
の

任
期
制
に
つ
い
て
ー
」
　
（
以
下
、
　
「
審
議
の
概
要
」
）
を
公
表
し
て
か

ら
一
年
、
こ
の
十
月
に
は
答
申
も
行
わ
れ
る
と
い
う
気
配
で
あ
る
。

小
論
で
は
、
こ
の
「
審
議
の
概
要
」
と
こ
れ
に
対
す
る
反
響
、
意
見

を
と
り
上
げ
、
大
学
教
育
の
視
点
か
ら
「
大
学
教
員
任
期
制
と
は
何

か
」
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
予
定
さ
れ
る
答
申
と

そ
の
法
制
化
の
問
題
は
、
次
号
に
お
い
て
と
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
　
「
審
議
の
概
要
」
は
、
大
学
の
現
状
を
、
人
事
の
閉
鎖
性
、
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二
、
導
入
の
是
非
は
各
大
学
の
判
断
に
よ
る
（
選
択
的
任
期
制
）
。

　
三
、
再
任
の
可
否
、
任
期
の
設
定
、
導
入
の
単
位
（
学
部
、
職
種
、

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）
は
大
学
が
決
定
す
る
。

　
四
、
こ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
「
法
制
上
の
措
置
」
を
と
る
。

　
五
、
任
期
制
を
導
入
す
る
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
条
件
の
整
備

　
　
　
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
等
の
措
置
に
つ
い
て
、

　
　
　
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
が
人
事
の
閉
鎖
性
を
持
つ
の
は
、
専
門
職

の
証
し
で
あ
る
し
、
教
育
研
究
の
停
滞
と
い
う
が
、
個
人
差
が
あ
り

過
ぎ
て
、
教
育
研
究
活
動
に
没
頭
し
て
い
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
的

は
ず
れ
な
認
識
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
加
え
て
、
現
状
分
析
が
あ

い
ま
い
な
シ
ス
テ
ム
の
提
案
で
、
か
つ
て
成
功
し
た
も
の
は
な
い
。

共
通
一
次
試
験
と
そ
の
後
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育
の
み
な
ら
ず
、
回
復
不
能
な
ほ
ど
、
高

校
以
下
の
教
育
を
歪
め
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
。
任
期
制
も
大
学

た
ご
・
た
け
し
●
一
九
五
四
年
、
東
京
都
生
ま
れ
●
専
攻
は
教
育
学
、
教
育
政
策

●
編
著
に
『
人
間
科
学
と
し
て
の
教
育
学
』
　
（
勤
草
書
房
、
一
九
九
二
年
）
、
論
文

に
、
「
地
方
分
権
化
と
生
涯
学
習
」
（
『
C
R
D
R
C
』
一
九
九
六
－
九
、
＜
O
「
一
5

〔
社
〕
中
部
開
発
セ
ン
タ
ー
）
、
「
大
学
公
開
講
座
の
現
状
と
課
題
－
目
己
点
検
・
評

価
報
告
書
の
検
討
を
中
心
に
i
」
（
『
名
城
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
創
刊
号
、
一

九
九
六
年
三
月
）
ほ
か
。

教
育
を
そ
の
意
図
に
反
し
て
危
機
に
向
か
わ
せ
て
し
ま
う
、
と
い
う

意
見
が
あ
る
一
方
で
、
人
事
に
透
明
性
を
欠
く
場
合
が
あ
り
、
教
育

研
究
に
改
善
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
か
ら
こ
そ
、
改
革
努
力
を
し

て
い
る
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
今
回
の
「
審
議
の
概
要
」
の
提
言
は
適

切
な
指
摘
を
含
み
、
任
期
制
も
是
非
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
手
続

き
論
の
側
面
に
重
要
な
論
点
が
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
部
会
長
有
馬
朗
人
は
、
自
身
の
論
稿
の
な

　
目
的
は

　
　
　
　
　
　
　
か
で
、
任
期
制
の
最
大
の
目
的
は
「
研
究
機
関
の

研
究
機
関
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
活
性
化
」
と
明
言
し
て
い
る
が
　
こ
れ
は
人
事
の

　
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
流
動
化
に
よ
る
P
D
F
（
ポ
ス
ト
・
ド
ク
ト
ラ
ル

・
フ
ェ
ロ
ー
、
わ
が
国
で
は
、
一
九
八
五
年
か
ら
実
施
－
筆
者
）
後

の
研
究
機
関
で
の
常
勤
職
へ
の
就
任
を
円
滑
に
し
よ
う
、
と
い
う
趣

旨
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
就
職
後
も
研
究
環
境
を
求
め
つ
つ
（
研

究
機
関
の
移
動
な
ど
）
成
果
を
あ
げ
、
研
究
者
と
し
て
一
流
の
水
準

を
確
立
す
る
こ
と
を
め
ざ
そ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
有
馬
が
、

「
言
い
た
い
こ
と
は
、
日
本
に
は
博
士
号
を
も
つ
本
格
的
研
究
者
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
P
D
F
経
験
者
が
活
躍

す
る
職
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
」
（
「
大
学
教
員
任
期
制
！
大
学
審
の

考
え
方
ー
」
　
『
I
D
E
・
現
代
の
高
等
教
育
』
一
九
九
六
年
、
二
－

三
月
号
、
五
－
一
〇
頁
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
が
読
み

と
れ
る
。
有
馬
の
主
張
は
、
本
来
、
若
手
を
励
ま
す
内
容
で
あ
り
、
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そ
う
し
た
意
味
で
も
、
理
系
の
研
究
者
を
中
心
に
支
持
が
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
趣
旨
は
、
　
「
審
議
の
概
要
」
を
読
ん
で
も
な
か
な

か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
最
大
の
動
機
は
、
理
系
を
中
心
と
し
た
大
学

お
よ
び
研
究
所
の
研
究
の
発
展
と
研
究
者
の
質
・
量
の
向
上
と
い
う

こ
と
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
打
ち
出
し
て
も
ら
う
方
が
、

研
究
組
織
原
理
、
研
究
者
育
成
の
論
理
の
異
な
る
分
野
か
ら
す
れ
ば
、

は
る
か
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
れ
を
、
設
置
者
の
別
な
く
す
べ
て

の
大
学
で
実
施
可
能
な
「
教
員
任
期
制
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
こ
と

か
ら
、
論
者
の
数
ほ
ど
の
解
釈
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
往
年
の
文
部
官
僚
今
村
武
俊
（
最
近
ま
で
、
国
立

　
往
年
の

　
　
　
　
　
　
　
鹿
屋
体
育
大
学
長
）
は
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う

文
部
官
僚
は
　
　
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
に
し
う
　
　
「
組
織
運
営
部
会
が
ど
の
よ
う
な
任
期

制
を
設
け
る
か
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
急

所
、
急
所
は
任
期
制
を
採
用
す
る
大
学
の
判
断
に
任
せ
る
態
度
を
と

っ
て
い
る
」
た
め
、
　
「
審
議
の
概
要
」
の
い
う
任
期
制
導
入
の
効
用

も
』
○
○
％
は
納
得
し
が
た
い
」
。
「
な
ぜ
、
今
、
任
期
制
を
採
用

す
る
の
か
。
そ
の
任
期
制
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
任
期
制
で

あ
る
の
か
。
各
大
学
で
裁
量
に
よ
り
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
ど
の
部
分
で
あ
る
の
か
」
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
　
「
意
見

を
述
べ
さ
せ
ら
れ
る
側
は
苦
痛
で
あ
る
」
（
「
ど
う
も
輪
郭
が
み
え
な

い
」
　
『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
七
六
、
一
九
九
五
年
、
二
四
－

二
五
頁
）
。

　
ま
っ
た
く
、
最
近
の
大
学
人
の
「
甘
さ
」
を
突
く
指
摘
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
任
期
制
な
の
か
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
こ
れ

に
総
論
で
賛
成
し
た
大
学
団
体
は
ど
う
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
法
制
度
と
し
て
は
、
全
教
員
を
対
象
に
し
、

導
入
は
大
学
の
意
思
に
よ
る
と
す
る
が
、
制
度
実
施
の
誘
導
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
、
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
の
差
異

は
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
任
期
制
を
と
り
入
れ
る
大
学
が
多
数
と
な

る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
重
要
な
こ
と
は
、
任
期
制
と
い
う
方
法
に
よ
る
人
事
の

流
動
化
が
、
大
学
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
、
と
い
う
一
般
的
な

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
提
案
さ
れ
た
構
想
の
任
期
制
を
と
っ
た
場
合
、

大
学
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
れ

が
大
学
の
将
来
を
明
る
く
す
る
も
の
な
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
人
事
面
で
の
自
由
化
と
規
制
緩
和
の
初
め
て
の
ケ
ー
ス

で
あ
る
だ
け
に
、
見
通
し
を
持
ち
得
る
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
任
期
制
問
題
は
、
今
日
の

大
学
改
革
の
な
か
で
生
じ
た
わ
が
国
高
等
教
育
に
お
け
る
教
員
人
事

政
策
な
い
し
問
題
の
総
称
と
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ

の
な
か
で
の
み
当
否
の
判
断
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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目
　
「
審
議
の
概
要
」
の
反
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
審
議
の
概
要
」
が
公
開
さ
れ
て
し

　
「
大
学
教
授
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ら
く
の
間
、
マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
、

　
成
果
な
け
れ
ば
ク
ビ
」
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
審
議
の
概
要
」
の
内
容
に
対
す
る

論
評
が
続
い
た
。
賛
成
論
と
同
時
に
、
業
績
稼
ぎ
に
走
り
、
教
育
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
や
、
目
的
に
対
す
る
方
法
と
し
て
、
任
期
制

が
よ
い
の
か
、
な
ど
指
摘
は
正
し
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
村
武
俊
の
い
う
よ
う
に
、
具
体
性
に
欠
け
る
「
審
議
の
概
要
」
が

自
ら
招
い
た
誤
解
（
？
）
も
記
事
に
な
っ
て
現
れ
た
。
こ
の
典
型
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
　
「
朝
日
新
聞
」
　
（
九
五
年
十
二
月
九
日
夕
刊
）
の

「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
経
済
」
が
あ
る
。
　
「
大
学
教
授
、
成
果
な
け
れ

ば
ク
ビ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
始
ま
る
こ
の
特
集
記
事
は
、
　
「
大
学

の
先
生
の
首
筋
が
寒
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
一

面
全
部
を
使
い
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
査
定
評
価
を
き
っ
か
け
に

競
争
が
起
こ
り
、
メ
リ
ッ
ト
（
成
果
、
業
績
）
を
生
む
よ
う
に
な
る

か
、
ま
た
は
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
ま
な
け
れ
ば
ク
ビ
だ
、
と
い
う
記
事

を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
す
い
ぶ
ん
、
思
い
切
っ
た
書
き
方
だ
が
、
例

え
ば
、
再
任
の
な
い
任
期
の
終
了
は
免
職
な
の
か
自
己
退
職
な
の
か
、

（
他
機
関
の
招
請
が
あ
れ
ば
）
転
任
な
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
含

め
て
大
学
ご
と
に
「
選
択
的
」
で
あ
り
得
る
の
か
。
ク
ビ
と
い
う
か

ら
に
は
、
こ
の
記
者
に
は
、
免
職
（
解
雇
）
が
ひ
ら
め
い
た
の
だ
ろ

う
が
、
こ
れ
を
充
分
に
掘
り
下
げ
て
、
専
門
的
な
検
討
の
必
要
な
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
、
本
当
の
新
聞
記
者
の
仕
事
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
私
は
、
任
期
制
案
が
発
表
さ
れ
て
す
ぐ
に
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

内
容
の
記
事
が
い
く
つ
か
の
週
刊
誌
な
ど
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
に
大

い
に
興
味
を
持
っ
た
。
こ
の
現
象
が
、
今
日
の
大
学
に
対
す
る
社
会

の
「
評
価
」
を
露
呈
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
社
会
と
大
学
と
の

無
理
解
の
自
覚
は
、
交
流
の
出
発
点
に
な
る
。
だ
が
、
世
界
各
国
共

通
に
社
会
的
威
信
を
持
ち
、
若
者
に
も
人
気
の
あ
る
職
業
の
ひ
と
つ

で
あ
る
大
学
教
授
職
に
対
す
る
い
わ
れ
な
き
中
傷
に
属
す
る
こ
と
は
、

見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
大
学
人
の
主
張
が
弱

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
間
、
天
理
大
学
問
題
（
同
大
学
理
事

　
「
今
後
何
年
間
か
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
が
　
九
七
年
三
月
に
六
十
五
歳
以
上
の

　
大
学
人
が
直
面
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
三
十
二
人
の
一
斉
解
雇
方
針
を
固
め

　
大
き
な
問
題
」
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
　
教
員
全
体
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、

九
七
年
実
施
を
一
時
見
送
っ
た
こ
と
）
な
ど
が
あ
り
、
大
学
人
自
身

の
任
期
制
へ
の
関
心
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
は
き
た
が
、
山
岸
駿
介
の

い
う
よ
う
に
、
　
「
任
期
制
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
今
後
何
年
間
か
、

大
学
人
が
直
面
す
る
大
き
な
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
大
学
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（
人
）
の
器
量
が
試
さ
れ
る
時
代
」
で
あ
る
割
に
は
、
ま
だ
部
分
的

な
関
心
に
止
ま
っ
て
い
る
感
が
強
い
（
氏
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
　
「
そ

の
割
に
は
、
皆
さ
ん
関
心
が
薄
い
よ
う
で
す
な
あ
」
、
「
任
期
制
論
議

を
通
じ
て
考
え
る
べ
き
こ
と
」
　
『
大
学
創
造
』
第
四
号
、
一
九
九
六

年
、
三
頁
）
。
こ
れ
は
、
当
初
の
こ
の
よ
う
な
記
事
の
横
行
に
よ
っ
て
、

大
学
の
教
員
自
身
が
、
議
論
に
空
し
さ
を
覚
え
た
こ
と
と
同
時
に
、

職
に
対
す
る
自
信
を
失
い
か
け
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
が
、
何
よ
り

も
、
情
報
不
足
が
痛
い
。
ま
た
、
任
期
制
一
般
に
は
、
肯
定
で
き
る

側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
え
ば
、
国
に
よ
っ
て
は
、
若
い
研
究
者

の
場
合
、
研
究
に
専
念
す
る
条
件
f
時
間
と
費
用
i
が
与
え
ら
れ

る
）
、
今
回
の
任
期
制
案
を
具
体
的
に
知
ら
ず
に
、
個
々
の
判
断
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
任
期
制
が
制
度
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
直

前
の
時
期
に
、
こ
の
意
識
構
造
で
は
、
状
況
を
正
確
に
認
識
す
る
こ

と
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
学
審
に
よ
る

任
期
制
が
そ
の
ま
ま
制
度
化
さ
れ
た
場
合
、
教
授
ま
で
の
全
員
が
そ

の
環
境
に
お
か
れ
る
と
い
う
、
世
界
の
大
学
に
例
を
み
な
い
状
況
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
大
学
人
事
原
則
（
現
実

の
意
で
は
な
い
）
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
、
と
考
え
れ
ば
、

今
回
の
任
期
制
問
題
の
持
つ
意
味
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
で
は
、
大
学
団
体
と
学
生
は
、
こ
れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

目
大
学
関
係
団
体
の
意
見

　
　
　
　
　
　
国
立
大
学
協
会
は
、
　
「
任
期
制
導
入
を
原
則
的
に
否

　
国
大
協
は

　
　
　
　
　
　
定
し
て
い
る
現
状
も
過
度
の
制
度
硬
直
化
」
と
い
う

こ
と
か
ら
、
提
案
を
総
論
で
賛
成
し
た
上
で
、
　
「
学
問
の
自
由
を
尊

重
す
る
と
い
う
視
点
が
欠
落
」
せ
ず
、
　
「
教
育
研
究
活
性
化
の
手
段

で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身
を
達
成
す
べ
き
目
標
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
」
求
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
任
期
制
の
導
入
は
大
学
の
判
断

（
選
択
的
任
期
制
）
と
す
る
こ
と
、
若
手
の
育
成
に
方
法
を
講
じ
る

と
い
う
提
案
に
賛
成
し
、
逆
に
、
任
期
制
の
導
入
に
対
す
る
教
育
研

究
条
件
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
お
ざ
な
り
の
形
式
的
整
備
を
進
め
る

だ
け
で
あ
り
、
疑
問
と
し
た
。

　
次
に
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
性
化
の
手
段
、
方
法
と
し
て

み
た
場
合
、

　
一
、
任
期
制
の
有
無
は
、
例
え
ば
、
自
校
出
身
者
の
割
合
と
い
う

　
　
　
指
標
に
比
べ
て
も
教
育
研
究
の
活
性
化
の
尺
度
と
し
て
は
よ

　
　
　
り
間
接
的
、

　
二
、
　
（
教
育
業
績
評
価
の
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
現
状
で
は
）

　
　
　
一
般
に
研
究
偏
重
を
促
進
し
教
育
の
活
性
化
に
は
プ
ラ
ス
に

　
　
　
は
な
ら
な
い
、

　
三
、
再
任
を
行
わ
な
い
任
期
制
に
お
い
て
は
、
次
の
任
用
を
念
頭
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に
お
い
て
業
績
の
蓄
積
に
励
む
よ
う
な
弊
害
が
生
じ
る
、

な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
再
編
は
、
教
授
会
の
全
体
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
意
志
決
定
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
教
授
の
任
期
の
到
来
は
定

年
と
同
じ
で
、
任
期
制
が
果
た
す
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
は
い
え
な
い

が
、
間
接
的
に
止
ま
る
と
し
た
。
運
用
の
問
題
で
は
、
対
象
教
員
と

し
て
、
　
「
職
種
に
よ
っ
て
画
一
的
に
導
入
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

い
」
と
し
た
上
で
、
教
授
－
原
則
任
期
な
し
、
助
教
授
－
限
ら
れ
た

範
囲
に
適
用
、
助
手
－
職
務
内
容
に
よ
る
、
と
す
る
案
を
示
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
次
に
、
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
は
、
　
「
審
議
の

　
私
大
連
は

　
　
　
　
　
　
概
要
」
の
示
す
任
期
制
の
効
用
に
賛
意
を
示
し
た
上

で
、
任
期
制
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
連
合

会
の
十
二
の
項
目
か
ら
な
る
意
見
に
応
え
る
慎
重
な
審
議
と
答
申
を

求
め
て
い
る
。
十
二
項
目
の
意
見
の
主
な
も
の
に
は
、

　
一
、
教
授
に
対
す
る
任
期
制
導
入
提
案
の
理
由
の
明
示
、

　
二
、
横
断
的
労
働
市
場
が
未
整
備
で
か
つ
終
身
雇
用
制
の
日
本
社

　
　
　
会
に
あ
っ
て
、
大
学
教
員
に
の
み
任
期
制
を
導
入
し
た
場
合
、

　
　
　
研
究
機
関
な
ど
へ
の
流
出
、
若
手
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
困

　
　
　
難
、
大
学
所
在
地
に
よ
っ
て
は
、
優
れ
た
教
員
の
確
保
に
一

　
　
　
層
の
困
難
を
生
じ
る
、

　
三
、
教
育
・
研
究
・
管
理
運
営
業
務
の
継
続
性
確
保
に
危
惧
、

　
四
、
給
与
、
退
職
金
の
処
遇
、
再
任
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
教
員

　
　
　
の
そ
の
後
の
進
路
に
対
す
る
問
題
へ
の
具
体
的
な
検
討
、

な
ど
で
あ
る
。
大
学
基
準
協
会
も
、
国
大
協
や
私
大
連
と
ほ
ぽ
同
趣

旨
の
「
意
見
」
を
発
表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
要
約
す
れ
ば
、
　
「
審
議
の
概
要
」
に
総
論
で
賛
意
を
示

し
つ
つ
、
大
学
の
自
主
的
な
努
力
に
基
礎
を
お
く
「
実
施
形
態
に
ヴ

ァ
ラ
エ
テ
ィ
が
予
想
さ
れ
る
」
　
（
国
大
協
）
任
期
制
と
い
う
こ
と
が
、

大
学
団
体
の
考
え
る
任
期
制
の
姿
と
い
え
る
。

　
ま
た
小
論
の
視
点
か
ら
は
、
各
団
体
が
「
教
員
」
に
と
っ
て
、
教

育
が
大
き
な
問
題
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
に
お
け
る
教
育

業
績
評
価
の
方
法
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
評

価
と
い
え
ば
、
研
究
業
績
評
価
に
偏
る
こ
と
と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
に

対
す
る
期
待
と
予
想
さ
れ
る
運
用
の
実
態
は
か
み
合
わ
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の

個
別
の
論
点
指
摘
も
同
じ
く
重
要
で
あ
り
、
充
分
な
検
討
が
望
ま
れ

る
。
　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
詳
細
な
論
点
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
　
「
審
議
の
概
要
」
に
賛
成
で
き
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
大
学
の
教
職
員
組
合
の
見
解
に
も
触
れ
た

い
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌
イ
ン
タ
ビ
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ユ
ー
な
ど
に
譲
り
た
い
。

　
四
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
、
任
期
制
問
題
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
日
常
の
履
修
か
ら
卒
業
後
の
大
学
と
の
関
係
ま

　
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
広
い
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
な
問
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
当
事
者
は
教
員

の
み
と
い
う
見
方
が
強
く
、
学
生
の
意
識
を
と
ら
え
た
デ
ー
タ
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
明
け
の
教
室
で
、
中
京
大

学
の
一
年
生
（
文
学
部
九
十
六
名
、
九
六
年
九
月
十
二
日
実
施
）
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
　
「
大
学
教
員
任
期
制
に
つ
い
て
」
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
問
い
は
五
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
関
し
て
、

努
め
て
客
観
的
な
解
説
の
あ
と
、
、
手
元
の
用
紙
に
回
答
し
て
も
ら
う

方
法
を
と
っ
た
。
彼
ら
は
、
私
の
「
教
育
学
」
の
通
年
講
義
を
受
講

し
て
い
て
、
四
月
か
ら
、
時
に
対
話
型
の
授
業
の
な
か
で
、
し
っ
か

り
と
し
た
意
見
も
多
く
出
し
て
く
る
信
頼
で
き
る
学
生
た
ち
で
あ
る
。

結
果
を
み
な
が
ら
、
学
生
た
ち
の
意
見
を
考
え
て
み
た
い
（
問
三
は

省
略
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
問
一
u
「
大
学
教
員
任
期
制
」
の
議
論
が
行
わ

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
結
果

は
い
　
十
一
名
（
一

（
八
八
・
五
％
）

一
・
五
％
）
、
い
い
え
　
八
十
五
名

　
大
半
の
学
生
は
知
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
専
門
的
な
問
題

と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
大
学
に
暮
ら
す
教
師
と
学
生

と
い
う
、
本
来
も
っ
と
も
近
い
者
同
士
の
問
題
と
考
え
れ
ば
、
も
っ

と
知
ら
れ
て
い
て
よ
い
。
一
年
生
に
聞
い
て
い
る
た
め
と
い
う
こ
と

も
あ
ろ
う
が
、
上
の
学
年
も
結
果
に
大
き
な
違
い
は
で
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
今
日
の
大
学
改
革
の
性
格
（
学
生
が
主
体
的
な
立
場
に
な

い
）
が
図
ら
ず
も
示
さ
れ
て
い
る
。

問
二

”
教
授
ま
で
す
べ
て
の
大
学
教
員
に
任
期
制
を
実
施
す
る
こ

と
は
適
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

は
い
　
三
十
八
名
（
三
九
・
六
％
）
、
い
い
え
　
九
人
（
九

・
三
％
）
、
わ
か
ら
な
い
　
四
十
九
名
（
五
一
・
○
％
）

　
任
期
を
設
定
す
る
場
合
、
教
授
と
そ
れ
以
外
の
大
学
教
員
（
助
教

授
、
講
師
、
助
手
な
ど
）
を
区
分
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
が

四
割
を
占
め
て
い
る
。
大
学
教
員
全
体
に
対
し
て
、
自
己
改
革
の
期

待
と
要
求
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
大
学
生
活
を
始
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め
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
眼
で
み
た
率
直
な
意
見
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結

果
は
、
若
手
の
大
学
教
員
の
意
識
に
近
い
と
思
う
。
大
学
関
係
団
体

な
ど
が
、
教
授
を
含
め
る
こ
と
に
消
極
的
な
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

「
わ
か
ら
な
い
」
が
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
問
一
の
結
果
か
ら
）
、
約
半
数
か
ら
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
こ
の
意
味
で
、
　
「
い
い
え
」
と
答
え
た
九
人
の
学
生

の
意
見
も
重
要
。

問
四
“
教
育
業
績
評
価
の
方
法
と
し
て
、

　
　
　
と
つ
を
選
ん
で
下
さ
い
。

適
切
と
思
う
も
の
、
ひ

一
　
授
業
評
価
　
六
十
名
（
六
二
・
五
％
）
、
二
　
人
気
投

票
　
十
七
名
（
一
七
・
七
％
）
、
三
　
学
生
へ
の
面
接
　
十

三
名
（
一
三
・
五
％
）
、
四
　
試
験
の
成
績
　
二
名
（
二
・

一
％
）
、
五
　
そ
の
他
　
四
名
（
四
・
二
％
）

　
教
育
業
績
評
価
の
方
法
と
し
て
、
　
「
授
業
評
価
」
が
六
割
を
超
え

た
。
反
対
に
、
　
「
試
験
の
成
績
」
は
二
名
の
み
で
、
学
習
・
研
究
の

過
程
を
重
視
し
た
評
価
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、

教
員
の
人
間
性
を
重
視
し
た
総
合
的
な
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
よ

い
（
あ
る
学
生
の
意
見
で
は
、
　
「
自
分
が
出
席
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
授
業
に
出
会
え
た
か
」
）
。
ま
た
、
自
由
記
述
に
よ
る
方
法
の
提

案
で
は
、
人
気
投
票
や
面
接
（
個
々
の
学
生
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を

併
用
す
る
こ
と
や
出
席
率
（
人
気
の
あ
る
授
業
、
興
味
深
い
授
業
は

自
然
に
積
極
的
に
出
席
す
る
）
の
重
視
、
他
の
教
授
が
授
■
業
を
み
る
、

一
般
の
人
の
意
見
、
受
験
生
の
意
見
を
聴
く
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
な

か
に
は
、
　
「
授
業
の
抜
き
打
ち
調
査
」
、
「
出
席
率
の
偵
察
」
と
い
う

の
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
教
育
業
績
評
価
と
い
う
以
上
、
優
れ
た
能
力

を
形
成
し
た
と
い
う
結
果
を
抜
き
に
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
く
れ
る
よ
う
な
学
生
の
意
識
の
形
成
が
課
題
で
あ

る
。

問
五
“

「
大
学
教
員
任
期
制
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

一
　
プ
ラ
ス
が
多
い

　
マ
イ
ナ
ス
が
多
い

ち
ら
と
も
い
え
な
い

大
学
教
育

二
十
七
名
（
二
八
・
一
％
）
、
二

三
十
名
（
一
一
＝
・
三
％
）
、
三
　
ど

三
十
九
名
（
四
〇
・
六
％
）

　
「
マ
イ
ナ
ス
が
多
い
」
が
「
プ
ラ
ス
が
多
い
」
を
わ
ず
か
な
が
ら

上
回
っ
た
。
　
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
を
加
え
る
と
七
割
の
学
生

が
、
任
期
制
の
実
施
が
大
学
教
育
の
向
上
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
は
判
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断
し
て
い
な
い
。
注
目
さ
れ
る
数
字
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
意
識
の

例
と
し
て
、
　
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の
回
答
の
余
白
に
書
か
れ

た
意
見
を
紹
介
し
よ
う
。
学
生
か
ら
み
た
任
期
制
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ

く
表
れ
て
い
る
。
　
「
一
度
大
学
で
の
教
員
の
座
を
獲
得
し
て
し
ま
え

ば
、
あ
と
は
任
期
も
な
く
悠
々
と
そ
の
職
に
つ
い
た
ま
ま
で
い
ら
れ

る
と
い
う
の
は
確
か
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
昔
か
ら
ず
っ
と
変
わ

ら
な
い
講
義
を
し
て
い
る
教
授
も
少
な
く
な
い
と
い
う
し
。
た
だ
、

あ
ま
り
こ
ま
め
に
教
員
の
交
替
を
す
る
と
、
大
学
の
雰
囲
気
と
い
う

か
校
風
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
今
ほ
ど
は
っ
き
り
し
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
。
マ
ン
ネ
リ
化
と
校
風
っ
て

い
う
の
は
裏
と
表
の
問
題
だ
と
思
う
の
で
、
む
ず
か
し
い
な
あ
…
。

だ
か
ら
三
（
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
）
で
す
」
。
本
当
に
難
し
い
。

国
大
学
教
育
と
任
期
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
大
学
教
育
か
ら

大
学
改
革
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
任
期
制
の
抱
え
る
問
題
点
を
考
え
て
み

　
任
期
制
と
の
関
係
　
　
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
　
ま
ず
、
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
研
究
業
績
と
は
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
べ
き
な
の
は
当
然
だ
が
、

運
命
の
悪
戯
か
、
思
い
も
掛
け
ぬ
研
究
の
停
滞
に
つ
き
合
わ
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
を
経
験
し
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

「
業
績
」
と
い
わ
れ
過
ぎ
て
（
い
い
過
ぎ
て
）
、
そ
れ
が
大
学
教
員
の

心
理
に
否
定
的
な
状
況
を
生
ん
で
は
誰
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
こ
と

を
、
今
回
の
任
期
制
議
論
に
参
加
す
る
者
は
、
主
張
の
別
な
く
基
本

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
何
の
仕
事
も
し
て
い
な
い
よ
う
な
大
学
教
員

は
い
な
い
。
し
か
も
、
今
の
よ
う
に
、
　
「
改
革
」
が
日
常
化
し
て
い

れ
ば
、
そ
れ
に
忙
殺
さ
れ
て
、
研
究
は
課
題
を
暖
め
て
い
る
だ
け
の

有
能
な
人
が
、
む
し
ろ
多
い
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
し
た
「
改

革
」
に
携
わ
る
人
が
、
一
方
で
同
じ
流
れ
の
「
改
革
」
　
（
任
期
制
）

の
た
め
に
不
利
益
を
被
る
と
し
た
ら
、
こ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
は
あ

る
ま
い
。
当
然
、
周
囲
の
学
生
の
人
格
形
成
に
影
響
す
る
－
人
間
で

あ
る
こ
と
が
万
事
の
基
本
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
も
真
理
で
あ

り
、
他
の
職
種
と
比
し
て
、
人
間
ら
し
さ
を
奪
わ
れ
る
合
理
的
な
理

由
は
な
い
。
我
々
が
、
か
つ
て
経
験
し
た
よ
う
に
、
教
育
と
研
究
の

両
方
に
造
詣
の
深
い
大
学
教
授
が
持
つ
、
深
い
知
性
と
人
間
性
に
接

し
得
た
奇
跡
の
よ
う
な
瞬
間
に
出
会
う
権
利
は
、
今
日
の
学
生
に
も

平
等
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〈
大
義
師
ら
し
さ
v
と
こ
ろ
が
、
業
績
主
義
が
さ
ら
に
浸
透
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
、
自
分
の
論
文
に
関
係
す
る
こ
と
し

　
崩
壊
の
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
知
ら
ず
、
器
用
に
「
業
績
」
を
生
産
す

る
若
い
「
研
究
者
」
の
姿
は
日
常
化
す
る
。
幼
稚
園
か
ら
の
受
験
を

勝
ち
抜
い
た
成
果
の
現
れ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
般
の
学
生
の
眼
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か
ら
す
れ
ば
、
救
い
よ
う
の
な
い
つ
ま
ら
な
さ
を
絵
に
か
い
た
よ
う

な
も
の
に
写
る
。
　
「
業
績
」
　
（
そ
れ
は
研
究
成
果
で
あ
っ
て
、
人
問

全
体
で
は
な
い
）
の
具
合
で
、
研
究
機
関
を
移
動
す
る
こ
と
が
至
上

命
題
と
な
れ
ば
、
日
本
の
一
二
世
紀
の
大
学
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ

う
し
た
余
裕
の
な
い
均
質
な
業
績
集
団
が
教
授
団
と
な
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
。
す
で
に
、
私
が
入
学
し
た
七
〇
年
代
の
大
学
と
比
べ

て
も
、
人
問
の
奥
が
深
く
、
味
わ
い
の
あ
る
個
性
的
な
教
授
は
減
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
般
社
会
と
大
学
と
の
よ
い
意
味
で
の
違
い
の

消
滅
で
も
あ
る
。
流
動
性
は
、
人
間
を
機
能
的
に
す
る
が
、
人
間
を

消
耗
さ
せ
も
す
る
。

　
従
っ
て
、
二
十
年
後
の
大
学
に
と
っ
て
、
〈
大
学
に
お
け
る
時
間

の
豊
か
さ
の
回
復
と
創
造
〉
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
九
〇
年
代

の
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
大
学
改
革
は
、
見
直
し
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
が
、
大
学
に
と
っ
て
無
駄
な

時
間
の
壮
大
な
消
費
と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
に
唯
一
の
対
策

は
予
防
し
か
な
い
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
教
育
が
過
半
の
比
重
を
占
め

る
大
多
数
の
大
学
に
と
っ
て
、
研
究
業
績
し
か
、
現
実
に
は
カ
ウ
ン

ト
の
対
象
に
な
り
そ
う
も
な
い
任
期
制
の
運
用
の
実
際
は
、
賢
者
の

知
恵
に
よ
る
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
先

の
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
研
究
業
績
の
た
め
に
、
学
生
に
背
を

向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
く
大
学
教
師
ら
し
さ
V
の
崩
壊
に
対
す
る

心
配
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
当
然
、
教
育
業
績
評

価
に
関
す
る
検
討
や
そ
の
試
行
も
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
審
議
の
概
要
」
に
戻
る
。
人
事
の
閉
鎖
性
、

　
結
局
「
教
授
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
功
序
列
が
、
教
育
研
究
の
停
滞
を
生
む
と

　
変
わ
ら
な
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
仮
に
、
こ
れ
は
正
し

い
と
し
よ
う
。
で
は
問
い
た
い
。
助
手
は
、
年
功
序
列
の
結
果
、
生

ま
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
当
然
、
否
で
あ
る
。
そ
の
助
手
や
若
手
教

員
に
、
任
期
を
設
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
若
手
の
育
成
策
と
し
た

先
の
有
馬
の
構
想
か
ら
は
理
解
で
き
る
が
、
今
回
の
「
審
議
の
概

要
」
に
あ
る
任
期
制
の
も
う
一
方
の
目
的
「
人
事
の
流
動
化
に
よ
る

教
育
研
究
の
活
性
化
」
と
は
重
な
り
合
わ
な
い
。
停
滞
を
防
ぐ
た
め

の
助
手
任
期
な
ど
成
立
し
な
い
。
つ
ま
り
、
誰
し
も
考
え
る
よ
う
に
、

「
人
事
の
閉
鎖
性
、
年
功
序
列
」
の
弊
害
の
解
消
は
、
教
授
の
あ
り

方
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
教
授
へ
の
任
期
制
導
入
は
可
能
に
し
て
お
く
だ
け
で

実
施
は
し
な
い
と
い
う
、
こ
れ
も
ま
た
、
分
か
り
に
く
い
合
意
が
あ

る
の
だ
と
い
う
（
有
馬
前
掲
論
文
五
頁
）
。
こ
の
論
文
の
執
筆
に
苦
し

ん
だ
所
以
で
あ
る
。
率
直
に
い
っ
て
、
こ
れ
で
は
、
人
事
の
流
動
化

は
起
こ
り
よ
う
が
な
い
し
、
教
育
研
究
の
活
性
化
は
宙
に
浮
い
た
ま

ま
で
あ
る
。
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こ
う
な
れ
ば
、
大
学
教
員
の
代
表
で
あ
る
教
授
の
あ
り
方
に
、
任

期
制
導
入
の
前
と
後
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
依
然
と

し
て
、
教
授
に
と
っ
て
終
り
は
定
年
以
外
に
な
い
。
二
十
年
も
論
文

を
書
か
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
比
喩
で
表
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
も
、
日
本
の
大
学
全

体
で
考
え
た
場
合
の
現
実
で
あ
る
。
教
師
と
し
て
も
、
あ
る
水
準
以

上
の
研
究
を
一
定
期
間
欠
け
ば
、
大
学
と
い
う
場
で
教
え
る
場
合
、

や
は
り
適
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
講
義
ノ
ー
ト
が
古
く
な
り
、

マ
ン
ネ
リ
授
業
を
長
年
行
う
時
間
を
持
つ
の
も
教
授
し
か
い
な
い
。

因
　
「
教
授
か
ら
始
め
る
、
任
期
制
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
結
論
に
移
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
防
ぎ
、
な

教
授
の
大
衆
化

　
　
　
　
　
　
　
　
お
大
学
教
育
に
活
性
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

人
事
制
度
と
し
て
の
任
期
制
は
何
か
。
そ
れ
は
、
唯
一
、
教
授
に
任

期
制
を
完
全
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
大
学
は
、
特
に
こ
の

二
十
年
の
間
に
、
急
速
に
大
衆
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
ア
メ
リ

カ
の
よ
う
な
テ
ニ
ュ
ア
の
シ
ス
テ
ム
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
ど
の

大
学
教
授
を
も
旧
制
時
代
の
大
学
教
授
と
同
一
に
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
位
、
世
問
が
知
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
質
の
維
持
・
向
上
に
ど
れ
だ
け
の
具
体
策
が
提
起

さ
れ
た
の
か
。
自
己
責
任
原
則
が
、
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
れ

ば
、
具
体
策
と
し
て
の
教
授
に
対
す
る
任
期
制
の
導
入
は
む
し
ろ
望

ま
し
い
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ど
の
組
織
で
も
、
上
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
、
下
だ
け
変
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回
の
「
審
議
の
概

要
」
の
盲
点
は
こ
こ
で
あ
る
。
教
授
が
、
第
一
に
模
範
を
示
さ
れ
る

べ
き
で
、
こ
れ
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、
本
来
不
向
き
な
ま
ま
、
大
学
教

員
を
続
け
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
若
手
を
任
期
制
に
よ
っ
て
救
済
し
、

他
の
道
に
転
身
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
教
授
に
八
年
程

度
の
任
期
を
設
け
て
も
、
再
任
を
妨
げ
な
い
こ
と
と
す
れ
ば
、
大
学

の
管
理
運
営
に
も
支
障
は
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
教
授
か
ら
任
期
制

　
実
行
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
を
実
施
し
、
教
授
を
相
応
し
い
資
質
の
基
幹
的
な

　
任
期
制

　
　
　
　
　
　
　
人
材
に
ス
リ
ム
化
し
、
そ
の
上
で
大
学
改
革
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
助
手
か
ら
任
期
制
を
始
め
る
弊
害
ー
均
質
化
、

画
一
化
の
招
来
ー
よ
り
も
望
ま
し
い
結
果
を
生
む
と
い
う
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
助
手
か
ら
始
め
る
任
期
制
で
は
、

時
間
が
か
か
り
過
ぎ
、
緊
急
性
を
持
つ
今
日
の
大
学
改
革
に
結
び
つ

か
な
い
。
一
方
、
助
教
授
、
講
師
層
は
、
昇
任
の
シ
ス
テ
ム
の
公
正

さ
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
任
期
制
の
実
質
的
な
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
教
授
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
み
れ
ば
、
助
教
授
、
講
師
は
、

も
と
も
と
「
任
期
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
層
は
、
再
任
の
な
い
任
期
の
自
発
的
な
選
択
を
可
能
に
し
て
も
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よ
い
。
こ
の
場
合
、
よ
り
研
究
に
専
念
す
る
条
件
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
本
人
の
意
志
に
よ
る
移
動
の
自
由
を
実

現
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
日
本
社
会
の
、
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
終
身

雇
用
制
の
存
在
と
横
断
的
労
働
市
場
の
不
十
分
な
な
か
で
考
え
ら
れ

る
大
学
教
員
人
事
制
度
の
改
革
の
方
法
と
し
て
、
実
行
可
能
な
任
期

制
の
姿
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
、
充
分
に
大
学
教
員
と
し
て
の
経
験

と
業
績
（
研
究
・
教
育
・
大
学
行
政
・
社
会
貢
献
の
四
領
域
）
を
積

む
時
間
的
な
余
裕
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
任
さ
れ
な
か
っ

た
教
授
に
は
、
恣
意
的
決
定
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
納
得
も
生
ま
れ

よ
う
。
そ
の
時
点
に
お
け
る
退
職
金
の
割
増
や
共
済
年
金
制
度
の
充
κ

実
、
公
務
員
・
法
人
他
職
種
へ
の
転
換
、
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
勤
務
に
報
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
濫
用
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
よ
う
な
万
一
の
事
態
に
は
、

潮
木
守
一
の
い
う
よ
う
に
、
大
学
制
度
始
ま
っ
て
以
来
の
労
働
争
議

が
頻
発
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
「
若
く
有
能
な
人
材
集
め
が
先
」

『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
七
六
、
一
九
九
五
年
、
二
五
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
業
績
評
価
に
よ
る
こ
と
の
ほ
か
、
複
数

　
深
く
本
質
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
問
の
人
事
交
流
や
新
し
い
教
育
研
究
に
従

　
議
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
事
す
る
た
め
の
任
期
付
教
授
ポ
ス
ト
の
整
備
は
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
組
織
を
運
営
す
る
方
法
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
。

　
で
は
、
誰
が
教
授
の
任
期
の
審
査
に
あ
た
る
の
か
。
教
授
会
が
そ

の
主
体
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
、
自
発
的
に
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
機
関

の
経
験
な
ど
を
含
め
、
充
分
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

任
期
制
を
実
施
す
る
場
合
、
こ
れ
が
、
大
学
自
治
の
観
点
か
ら
、
大

学
教
員
自
身
に
公
正
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　
大
学
と
学
問
は
、
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
深
く
本
質
的
な
議
論

を
平
明
に
展
開
す
る
大
学
の
授
業
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
次
世
代
を
育
て
得
る
生
命
力
を
持
っ
た
学
問
や
研
究
の
創

造
は
、
大
学
に
お
け
る
「
学
問
の
自
由
」
の
存
在
が
前
提
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
条
件
を
生
か
す
の
は
大
学
人
自
身
で
あ
る
。
　
「
任
期

制
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
こ
の
こ
と
を
逆
説
的
に
問
い
か
け
て
い
る
。

　
今
、
最
後
に
仮
説
し
た
「
教
授
か
ら
の
任
期
制
」
と
い
う
こ
と
も
、

論
点
の
逆
説
的
な
提
示
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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